
西平沼西平沼中央一丁目中央一丁目西区役所入口西区役所入口

23 24

安全・安心の確保 安全・安心の確保

屏風ヶ浦交差点改良事業

戸部地区歩道整備

令和8年度の事業

令和8年度の事業
調査設計及び工事を実施します。

調査設計及び工事を推進します。

　自転車と歩行者の通行空間を分けることで、歩行者と自転車の接触による事故が低減し歩行者の安全性

向上が期待されます。

　国道１号戸部地区は、近傍に西前小学校が立地しており、通学路に指定されています。沿道民家等により

歩道が蛇行しており、部分的に狭隘な箇所では視認性も悪く、自転車と歩行者が錯綜する等、危険な状況

となっています。

　このため、横浜市西区中央一丁目から浜松町までの延長約０．６ｋｍの区間において、車道拡幅に合わせ

歩道と自転車通行帯を整備するものです。

　国道１６号と横浜市道環状２号線が接続する交差点において、上り線側に拡幅して右折レーンを設置する

交差点改良工事を実施します。

　本事業は交差点改良と電線共同溝を一体として整備します。

■事業位置図 ■横断図

■計画平面図
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■現況平面図

４車線 ４車線
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交通安全対策

　交通安全施設整備事業に関する緊急措置法（昭和41年法律第45号）に基づき、交通事故が多発している道

路、その他緊急に交通の安全を確保する必要がある道路について総合的な計画のもとに交通安全施設等

整備事業を実施することにより、これらの道路における交通環境の改善を行い、交通事故の防止を図り、あ

わせて交通を円滑に資することを目的とした事業です。

幼稚園、保育所、認定こども園等の未就学児を中心に

子供が日常的に集団で移動する経路等の安全を確保す

るため、幼稚園、保育所、認定こども園等のほか、その所管

機関や道路管理者、警察等の連携･協力の下、緊急安全点検

を実施し、その結果を踏まえ、交通安全施設等の整備着手

可能な事業から順次対策に着手を進めています。

交通事故重点対策事業交通事故重点対策事業

未就学児が日常的に集団で移動する経路等の交通安全対策未就学児が日常的に集団で移動する経路等の交通安全対策

■道路安全診断を実施しています
道路安全診断は、道路管理者と交通管理者が連携するとともに、道路・交通安全の専門家による現地診断を

行い、　関係機関が連携することより、効果的な安全対策を提案することを目的としています。

馬掘海岸地区のポストコーン設置例（Ｕターン防止対策）

高島歩道橋のポストコーン設置例

整備の実施状況

対策前 対策後

対策後

浮島地区の縁石　注意喚起設置例

対策前 対策前 対策後
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■会議開催状況 ■現地での診断状況

【出典】
（一社）交通工学研究会「幹線道路における道路安全診断のパンフレット」
：https://www.jste.or.jp/anzen/files/kansendoro.pdf
（一社）交通工学研究会「道路安全診断の取組み（第6回JSTEシンポジウム）」
：https://www.jste.or.jp/anzen/files/06-01.pdf

現況状況

関東病院

歩道拡幅+電線共同溝

環状２号環状２号
至 末吉橋至 末吉橋
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至 末吉橋

至 磯子駅至 磯子駅至 磯子駅

至 横須賀至 横須賀至 横須賀 16

歩道拡幅+電線共同溝

歩道拡幅 歩道拡幅+電線共同溝右折レーン設置
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メリット①：関係期間の認識共有及び合意形成の促進

メリット②：事故対策の時間短縮・作業総量削減による“生産性の向上”

道路安全診断の導入により、計画段階から道路管理者と各機関が一体的に議論・検討することが可能に　

道路安全診断による取り組みが、フロントローディングとなることで、施工に向けた関係機関協議が円滑と
なり、結果的に作業総量が減少し、生産性の向上に寄与

■事業ステップと道路安全診断制度の関係従来の枠組み 道路安全診断を導入

設計技術者 設計技術者

道路管理者道路管理者道路管理者 道路管理者

検討･設計

他道路
管理者等

他道路
管理者等

協議

学識経験者
学識経験者

相談･助言

警察

［個別に協議･調整等］

協議

警察

道路安全
診断チーム

議論･検討
↓

対策提案

各機関が
一体的に議論･検討（ （

従来の交通安全対策事業

時間

調査 → 分析 → 計画 → 事前協議 → 設計 → 協議 → 修正設計 → 施行

調査 → 分析 → 計画 → 設計 → 協議 → 修正設計 → 施行調査 → 分析 → 計画 → 設計 → 協議 → 修正設計 → 施行道路安全診断を導入した事業事業道路安全診断を導入した事業事業

道路安全診断を

活用した事業の

作業工数と時間

のイメージ

時間短縮

作
業
工
数

道路安全診断を

導入した事業
作業総量削減

従来の

交通安全対策

計画･立案 道路安全診断
（第三者）

高度な知見・技術を有す
る第三者の立場から厳格
に対策を立案
事業のチェック機能を担う

設計

協議

工事･供用


